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１．アプリケーション概要 

  本アプリケーションは省エネ計算のためのツールで、以下の機能を有しています。 

・ＣＡＤライクなユーザーインターフェイスで外皮を入力できます。 

・意匠図のイメージデータを取り込み、これを下敷きにして入力する事ができます。 

・意匠図のイメージデータと入力した外皮を重ねて出力する事により意匠図との整合性を確認できます。 

・所定のExcelシートへの出力が可能です。 

 

  計算対象は下記のとおりです。 

①建物構造…木造軸組工法，枠組壁工法 

②階数…平屋建て～３階建て＋ペントハウス 

③面積比率法に対応 

④一般社団法人 住宅性能評価・表示協会仕様のExcelシートに対応 
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２．インストール 

２．１  システム要件 

  本アプリケーションを稼動するのに必要な環境は下記の通りです。 

  ・OS… Windows11（.NET Framework 4.0以降） 

  ・ネットワーク…LANアダプタ（NIC） 

・マニュアル閲覧ソフト…PDFファイルを閲覧できるもの 

  ・メモリ…8GB以上 

  ・ディスプレイ…1280×960以上 

  ※インストールは管理者アカウントで行って下さい。 

 

２．２  .NET Framework（ドットネット・フレームワーク）のインストール 

  本アプリケーションをインストールするには下記パッケージのインストールが必要です。これらがインストールされてい

ない場合、Microsoft社のサイトからダウンロードしてインストールを行って下さい。 

Microsoft .NET Framework 4.8 

 

２．３  アプリケーションのインストール 

  .NET  Framework のインストールが完了したら、次に本アプリケーションをインストールします。アプリケーションのセ

ットアップファイルはzip形式で圧縮されています。ファイル名は「Escape_yymmdd.zip」でyymmddは更新日付を示します。

この圧縮ファイルを適当なフォルダに解凍し、その中のSetup.msiというファイルをダブルクリックするとインストーラが

起動します。下記ダイアログが表示されたら、「次へ」ボタンをクリックします。 

 

 

下記ダイアログが表示されたら、インストールフォルダを確認し、「次へ」ボタンをクリックします。 
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下記ダイアログが表示されたら、「次へ」ボタンをクリックすると、インストールが始まります。 

 

 

  インストールが完了すると下記ダイアログが表示されますので、「閉じる」ボタンをクリックします。以上でインストー

ルが完了です。 

 

 

２．４ アプリケーションのアンインストール 

  アプリケーションをアンインストールするには、「設定」→「アプリ」→「インストールされているアプリ」を開きます。

Escapeと表示された行の右端の「…」ボタンをクリックしてアンインストールを選択するとアプリケーションがアンインス

トールされます。 
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３．ライセンスキー 

  インストール後、初回起動は必ずインターネットに接続した環境で行って下さい。起動すると、ライセンスキーを入力す

るためのメニューが表示されます（下記）。 

 

 

３．１  ライセンスキーとは？ 

ライセンスキーとはご使用のハードウェア（ＰＣ）のネットワークアダプタ，ハードディスク等の情報を暗号化したコー

ドでハードウェアごとに異なるコードが生成されます。シリアルコードも同様です。シリアルコードをハードウェア情報に

復号化し、これを元にライセンスキーを生成します。ご入力して頂いたライセンスキーはアプリケーションの起動時にチェ

ックされ、ハードウェア情報と一致すれば製品版として起動するしくみとなっています。 

ライセンスキーはご購入から１年間有効です（翌年の月末まで有効）。継続してご利用になる場合は、新しいライセンス

キーをご購入頂く必要があります。つまり、ライセンスキーの代金は、アプリケーションの年間利用料とお考え下さい。 

 

３．２  ライセンスキーの購入方法 

  ライセンスキーは下記手順でご購入下さい。 

①送信先アドレス宛に製品名，購入数，会社名，担当者名を記載したメールをお送り下さい。 

②販売元から見積り金額及び振込先の銀行名，支店名，口座番号，口座名義を記載したメールが届きます。 

③上記の口座にお振込み下さい（お振込手数料はお客様にてご負担をお願いいたします）。 

④送信先アドレス宛に製品名，シリアルコードを記載したメールをお送り下さい。 

⑤お振込み確認後、販売元からライセンスキーを記載したメールが届きます。 

⑥上記のライセンスキーをライセンスキー入力欄に入力して「起動」ボタンをクリックすると、アプリケーションが製品版

として起動します。 

一旦、ライセンスキーを入力すると、以後、この作業は必要ありません。但し、ライセンスキーの有効期限が切れた場合、

またはハードウェア構成が変わった場合は再度、設定が必要となります。 

 

３．３  ライセンスキーの更新 

  既にライセンスキーを取得した状態で、ライセンスの有効期限が近づくとデザイナメニューの右上に「ライセンスキー有

効期限まであとＸＸ日」という表記が出ます。有効期限が切れる前にライセンスキーを更新するには、デザイナメニューの

メニューバーから「ファイル」→「ライセンスキー」を選択します。ライセンスキーメニューが表示されたら、初回起動時

と同様の手順でライセンスキーを購入して下さい。取得したライセンスキーを入力し、「更新」ボタンをクリックすると更

新が完了し、デザイナメニューに戻ります。 

 

※本アプリケーションは当面の間、無償で公開いたしますが、利用者数の把握のためご利用の際はライセンスキー入力を必

須とさせて頂きます。上記メニューが表示されたら送信先アドレス宛にシリアルコードをお送り下さい。 
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４．初期設定 

  ライセンスキー入力後、初回起動時には、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「初期設定」を選択し、

初期設定を行います。 

 

ここでは下記項目を設定します。 

①会社名(必須)：会社名を入力します。 

②会社住所：会社住所を入力します。 

③会社TEL：会社電話番号を入力します。 

④会社URL：会社URLを入力します。 

⑤ユーザー名(必須)：ユーザーの氏名を入力します。 

⑥登録事務所：事務所登録情報を入力します。 

⑦管理建築士：管理建築士情報を入力します。 

⑧物件フォルダ(必須)：物件データ(*.Ftd.xml)を保存するフォルダを指定します。 

 

上記項目の入力が完了したら、「ＯＫ」ボタンをクリックして設定を保存します。設定を保存せずに、メニューを閉じる

場合は「キャンセル」ボタンをクリックします。この時、設定に不備がある場合、その旨のメッセージが表示され、該当箇

所に赤いエクスクラメーションマーク「！」が表示されます。エクスクラメーションマークにマウスカーソルを合わせると、

不備の内容が表示されますので、指示に従って、修正を行って下さい。 
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５．デザイナメニュー 

  アプリケーションを起動すると下記に示すデザイナメニューが表示されます。 

 

画面上部の「ファイル」からはじまる一連のメニューをメニューバーと呼び、その下に表示されているアイコン表示され

たボタンを操作ボタンと呼びます。また、画面左上のレイヤと書かれたボックス内のボタンをレイヤボタンと呼びます。レ

イヤボタンの左側に表示されているチェックボックスは各オブジェクトの表示・非表示の切り替えに使用します。画面左下

のコマンドと書かれたボックス内のボタンをコマンドボタンと呼びます。 

画面の大半を占める中央の領域は作図エリアと呼び、作図エリア左上のタブで階を切り替えながら各階に部材を配置しま

す。作図エリアには通り芯を描画する事ができ、部材を配置する場合、マウスでクリックした点に最も近い通り芯の交点を

自動的に拾います。 

  画面の拡大・縮小はそれぞれ、PageUp及び PageDownキーで行うことができ、マウスカーソルを中心として拡大・縮小が

行われます。拡大・縮小した画面を元に戻すには Home キーを押します。特定箇所を拡大するエリアズームやズームイン，

ズームアウトなどの機能も用意しています。また、マウスホイールによる拡大・縮小並びにマウス両ボタンドラッグによる

拡大・縮小にも対応しています。 
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メニューバーの内容は次の通りです。なお、このうち、頻繁に使用する機能を操作ボタンにも実装しています。 

①ファイルメニュー 

  ・新規…表示されているプランを削除し、新規にプランを作成します。 

  ・開く…保存済のプランをロードします。 

  ・名前を付けて保存…プランに名前を付けて保存します。 

  ・上書き…プランを上書きします。 

  ・印刷…プランの画面表示を印刷します。 

  ・物件情報…物件情報を入力します。 

  ・通り芯生成…等ピッチの通り芯を自動生成します。 

  ・イメージデータ 

    －挿入…デザイナメニューにイメージデータ（*.jpg, *.bmp）を挿入します。 

    －調整…イメージデータの濃度を調整します。 

    －削除…イメージデータを削除します。 

  ・外皮リスト…使用する外皮の設定を行います。 

  ・建具リスト…使用する建具の設定を行います。 

  ・ライセンスキー…ライセンスキーの設定を行います。 

  ・初期設定…初期設定を行います。 

  ・マスターテーブル 

    －省エネ基準値…等級，地域ごとのUA，ηACの基準値を表示します。 

    －表面熱伝達抵抗…部位ごとの表面熱伝達抵抗を表示します。 

    －建材の熱伝導率…建材の熱伝導率を表示します。 

    －面積比率…簡略計算法で使用する工法ごとの面積比率を表示します。 

    －方位係数 

      －冷房期…冷房期の方位係数を表示します。 

      －暖房期…暖房期の方位係数を表示します。 

    －外皮…外皮データを編集します。 

    －建具…建具データを編集します。 

  ・終了…アプリケーションを終了します。 

 

②表示 

  ・全て表示…全レイヤを表示します。 

  ・全て非表示…全レイヤを非表示にします。 

  ・通り芯…通り芯レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・補助線…補助線レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・外壁線…外壁線レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・屋根補助線…屋根入力用の補助線レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・屋根…屋根レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・天井…天井レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・床…床レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・土間床…土間床レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・基礎壁…基礎壁レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・壁…壁レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・柱…柱レイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・テキスト…テキストレイヤの表示・非表示を切り替えます。 

  ・イメージ…イメージデータの表示・非表示を切り替えます。 

  ・上階…上階の壁の表示・非表示を切り替えます。 

  ・下階…下階の壁の表示・非表示を切り替えます。 

 



 8

③編集メニュー 

  ・エリア選択 

    －移動…指定した矩形エリア内のオブジェクトを数値移動します。 

    －複写…指定した矩形エリア内のオブジェクトを数値複写します。 

    －削除…指定した矩形エリア内のオブジェクトを削除します。 

  ・複数選択 

    －移動…マウスで指示した複数のオブジェクトを数値移動します。 

    －複写…マウスで指示した複数のオブジェクトを数値複写します。 

    －削除…マウスで指示した複数のオブジェクトを削除します。 

  ・全体移動…通り芯以外の全オブジェクトを数値移動します。 

  ・ストレッチ…指定した矩計エリア内に含まれる線分端点，多角形頂点などをストレッチ処理します。 

  ・Undo…行った作業を取り消して元に戻します。 

  ・Redo…Undoを取り消します。 

 

④出力 

  ・立面…入力した壁の立面を表示し、建具位置の調整を行います。 

  ・Excel…構造計算書を出力します。 

  ・図面(dxf)…既定のExcelシートに出力します。 

  ・外皮一覧…入力した外皮一覧と外皮性能適合可否結果を表示します。 

 

⑤ツール 

  ・計測 

    －２点間距離…指定した２点間の距離を表示します。 

    －２線間距離…指定した平行な２線間の距離を表示します。 

    －２線間角度…指定した２線間の角度を表示します。 

    －面積…指定した多角形の面積を表示します。 

  ・ズーム 

    －エリアズーム…指定した矩形エリアを拡大表示します。 

      JWWライクな両ボタン押しでエリアズームする事も可能です。また、Page Up・Page Downキー，マウスホイールで拡  

      大・縮小する事も可能です。 

    －全画面…デフォルトのスケールに戻します。 

      Homeキーでデフォルトのスケールに戻す事も可能です。 

 

⑥ヘルプ 

  ・マニュアル…PDF形式の操作マニュアル（本マニュアル）を表示します。 

  ・バージョン情報…アプリケーションのバージョン，更新日付を表示します。 

 

 

本アプリケーションでは下記のファイルを使用します。 

・プランデータファイル（*.esc） 

  入力した伏図のファイルで物件情報，イメージデータ，外皮リスト，建具リストなど全ての情報を含んでいます。 

・外皮リスト（*.skin.xml） 

  外皮リストをファイルとして保存できます。 

・建具リスト（*.fixture.xml） 

  建具リストをファイルとして保存できます。 
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６．操作手順概要 

  大まかな操作手順は下記の通りで、詳細は後述を参照してください。 

 

        物件情報の入力 

              ↓ 

       外皮リストの作成 

              ↓ 

       建具リストの作成 

              ↓ 

         通り芯の入力 

              ↓ 

 イメージデータ（平面）のセット 

              ↓ 

         外壁線の入力 

              ↓ 

        壁・開口の入力 

              ↓ 

       床・基礎壁の入力 

              ↓ 

       屋根・天井の入力 

              ↓ 

  イメージデータ（立面）のセット 

              ↓ 

    立面上での建具位置調整 

              ↓ 

          データ保存 

              ↓ 

外皮一覧と外皮性能適合可否の確認 

              ↓ 

      Excelシートへの出力 

              ↓ 

      平面図・立面図の出力 
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７．物件情報の入力 

  物件情報を入力するには、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「物件情報」を選択します。 

 

  上段は管理情報、下段は建物情報となっています。 

■管理情報 

・日付(必須)…作成日付を選択します。 

・会社名(必須)…自社名を入力します。初期設定の入力が転写されます。 

・担当者(必須)…設計者名を入力します。初期設定の入力が転写されます。 

・事務所登録No…設計事務所の登録番号を入力します。初期設定の入力が転写されます。 

・管理建築士No…管理建築士名及び建築士登録番号を入力します。初期設定の入力が転写されます。 

・物件名(必須)…物件名（工事名）を入力します。 

・建設地住所…建設地の住所を入力します。 

・備考…備考を入力します。 

 

■建物情報 

計算条件タブでは次の項目を設定します。 

・工法(必須)…工法名を木造軸組工法，枠組壁工法から選択します。 

・地域(必須)…地域を1～8から選択します。 

・等級(必須)…等級4～7から選択します。 

・Excelシート(必須)…下記から選択します。※現段階では①は試験的に加えています。②をご利用下さい。 

  ①EnvelopeInputSheet_Ver.3.8.0_20250401.xlsx：建築研究所仕様 

  ②buiuchi_ver2.2_20240318.xlsx＋mokuzou_kodate_ver2.5_20250401.xlsx：住宅性能評価・表示協会仕様 

・建物階数(必須)…平屋建て～３階建てから選択します。 

・ペントハウス…ペントハウスがある場合、チェックを入れます。 

・屋根形状(必須)…陸屋根，切妻，寄棟，片流れから選択します。 

・最高高さ(必須)…建物最高高さ(mm)を入力します。  

・軒高(必須)…軒高(mm)を入力します。 

・１階床高(必須)…GL～1FL(mm)を入力します。 

・方位角度…平面図の上方向を0°、反時計回りを正とした北の角度を入力します。 
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・断熱方法(必須)…工法に応じた部位ごとの断熱方法を選択します。 

・軒出，屋根勾配(必須)…X，Y方向の軒出寸法(mm)、屋根勾配（/10）を入力します。 

・階高，天井高，床面積(必須)…各階の階高(mm)，天井高(mm)，床面積(m2)を入力します。 

 

  必要な項目を入力したら、「ＯＫ」ボタンをクリックしてメニューを閉じます。この時、設定に不備がある場合、その旨

のメッセージが表示され、該当箇所に赤いエクスクラメーションマーク「！」が表示されます。エクスクラメーションマー

クにマウスカーソルを合わせると、不備の内容が表示されますので、指示に従って、修正を行って下さい。 
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８．データの保存と呼び出し 

  物件情報の入力を終えたら、一旦データを保存します。データを保存するには、デザイナメニューのメニューバーから「フ

ァイル」→「名前を付けて保存」を選択します。ダイアログが表示されますので、保存場所を選択し、ファイル名を入力し

て「保存」ボタンをクリックして下さい。保存されたデータの拡張子は「*.esc」となります。 

 

  既に保存済のデータを変更して上書きする場合は、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「上書き」を選

択します。確認のダイアログが表示されますので、「ＯＫ」ボタンをクリックして下さい。 

 

  既に保存済のデータを読込むには、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「開く」を選択します。ダイア

ログが表示されますので、フォルダを選び、ファイルを選択して「開く」ボタンをクリックして下さい。 
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９．外皮リストの作成 

  プランを入力する前に、使用する外皮リストを作成します。外皮リストを作成するには、デザイナメニューのメニューバ

ーから「ファイル」→「外皮リスト」を選択し外皮リストメニューを表示します。 

 

  部位を選択し追加ボタンをクリックすると外皮名称を入力するダイアログが表示されますので、これを入力してＯＫボタ

ンをクリックして下さい。入力用グリッド（以下、グリッド）に室内外の熱伝導抵抗のレコードが追加されます（下記）。 

 
  面積比，室内外の熱伝導抵抗はマスターテーブルに保存された数値が自動入力されます。 
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  断熱要素を追加するには、グリッド上で右クリックして表示されるポップアップメニューから「項目追加」を選択して建

材ダイアログを表示します。 

 

  建材を選択し、ＯＫボタンをクリックすると断熱要素が追加されますので、材厚(mm)を入力して下さい。下記はグラスウ

ールと木材を追加した例です。グラスウールは断熱部材なので熱橋部列の2.333は0に、天然木材は熱橋部材なので断熱部

列の 0.875は 0に書き換えて下さい（赤枠部）。また、熱橋部材が無い場合はグリッドの熱橋部列には全て 0を入力して下

さい。 

 

  グリッドに入力した建材を変更するには、変更したい行を選択した状態で、右クリックして表示されるポップアップメニ

ューから「項目編集」を選択して下さい。追加時と同様、建材ダイアログをが表示されます。また、行を削除するには、削

除したい行を選択した状態で、右クリックして表示されるポップアップメニューから「項目削除」を選択します。 
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  入力済の外皮名称を変更する場合は、リストボックスから変更したい外皮名を選択し、編集ボタンをクリックします。外

皮名称を入力するダイアログが表示されますので、適宜変更してＯＫボタンをクリックすると名称が変更されます。なお、

プランで入力している外壁や床などに設定した外皮名称も一括で変更されます。 

 

  入力済の外皮名称をリストから削除する場合は、リストボックスから削除したい外皮名を選択し、削除ボタンをクリック

して下さい。外皮がリストから削除されます。但し、外皮がプランに使用されている場合は削除できません。 

 

  入力した外皮は外皮マスターにエクスポートする事ができます。また、外皮マスターに登録された外皮を外皮リストにイ

ンポートする事ができます。このため、頻繁に使用する外皮はマスター登録しておくと便利です。 

外皮マスターにエクスポートするには、外皮マスターにエクスポートと書かれたリンクラベルをクリックします。既に登録

済でなければ、マスターに追加されます。外皮マスターからインポートするには部位を選択した状態で、外皮マスターから

インポートと書かれたリンクラベルをクリックします。マスターに登録されている外皮一覧が表示されますので（下記）、

インポートしたい外皮にチェックを入れて、ＯＫボタンをクリックすると外皮リストに追加されます。 

 

 

  使用する外皮の登録を終えたら、ＯＫボタンをクリックして外皮リストを保存します。データはメモリ上に保存され、プ

ランデータ（*.esc）の保存時に一緒に保存されます。プランデータを保存しなかった場合、作成した外皮リストはアプリ

ケーション終了時に失われてしまうのでご注意下さい。なお、プランデータとは別に外皮リストとして保存する場合は、メ

ニューバーから「ファイル」→「名前を付けて保存」を選択し、ファイル保存して下さい。このファイルの拡張子は

「*.skin.xml」となります。 

 



 16

１０．建具リストの作成 

  プランを入力する前に、使用する建具リストを作成します。建具リストを作成するには、デザイナメニューのメニューバ

ーから「ファイル」→「建具リスト」を選択し建具リストメニューを表示します。 

 

  ここでは下記項目を入力します。カタログ等の数値を入力して下さい。 

①窓番(必須)…窓番（ex.AW-1, AD-2） 

②ROW(必須)…建具のラフ開口幅(mm) 

③ROH(必須)…建具のラフ開口高さ(mm) 

④U(補正前) (必須)…付属部材無しの熱貫流率(W/(m2･K)) 

⑤U(補正後) (必須)…付属部材有りの熱貫流率(W/(m2･K)) 

⑥η(必須)…日射熱取得率 

⑦付属部材…雨戸，シャッター，障子，風除室 

⑧扉…扉の場合、チェック 

⑨メーカー…建具のメーカー名 

⑩シリーズ名…建具のシリーズ名 

 

  建具マスターからデータをインポートする場合、グリッド右端に表示された「…」ボタンをクリックして下さい。建具デ

ータ取得ダイアログが表示されたら（下記）、メーカー名，窓ドア区分，開閉形式を必要に応じて選択し絞込ボタンをクリ

ックするとシリーズ名のコンボボックスに候補一覧が表示されます。 

 

  目的のシリーズ名を選択すると、該当する商品一覧がグリッドに表示されますので、インポートする商品を選択してＯＫ

ボタンをクリックして下さい。マスターに数値が入っていれば、建具リストのU(補正前)，ηに数値が転記されます。 
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入力した建具リストを下記に示します。 

 

  使用する建具の登録を終えたら、ＯＫボタンをクリックして建具リストを保存します。データはメモリ上に保存され、プ

ランデータ（*.esc）の保存時に一緒に保存されます。プランデータを保存しなかった場合、作成した建具リストはアプリ

ケーション終了時に失われてしまうのでご注意下さい。なお、プランデータとは別に建具リストとして保存する場合は、メ

ニューバーから「ファイル」→「名前を付けて保存」を選択し、ファイル保存して下さい。このファイルの拡張子は

「*.fixture.xml」となります。 
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１１．通り芯の入力 

  等ピッチの通り芯を一括生成するには、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「通り芯」を選択します。 

 

  通り芯生成メニューが表示されたら、Ｘ方向，Ｙ方向について、次の項目を入力します。 

・ピッチ(必須)：通り芯のピッチ(mm)を入力します。 

・スパン数(必須)：スパン数を入力します。 

・名称(必須)：X1,X2,…などの通り芯名称を選択します。 

・スタート名称(必須)：Ｘ方向の通り芯では左端の通り芯名称を、Ｙ方向の通り芯では下端の通り芯名称を、それぞれ入力

します。 

・逆順：左端からX3, X2, X1などのように通り芯を逆順で配置する場合、チェックします。 

 

設定が完了し、ＯＫボタンをクリックすると、通り芯が生成されます。 
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  配置されている通り芯名称を変更するには、通り芯レイヤを選択し、編集ボタンをクリックして変更したい通り芯をマウ

スで指示します。通り芯名称を入力するダイアログが表示されますので、名称を入力してＯＫボタンをクリックして下さい。 

 
 

  配置されている通り芯を移動するには、通り芯レイヤを選択し、移動ボタンをクリックして移動したい通り芯をマウスで

指示します。移動距離を入力するダイアログが表示されますので、移動距離を入力してＯＫボタンをクリックして下さい。 

 
  配置されている通り芯を複写して新しい通り芯を追加するには、通り芯レイヤを選択し、複写ボタンをクリックして複写

したい通り芯をマウスで指示します。複写距離を入力するダイアログが表示されますので、複写距離と通り芯名称を入力し

てＯＫボタンをクリックして下さい。 

 
  配置されている通り芯を削除するには、通り芯レイヤを選択し、削除ボタンをクリックして削除したい通り芯をマウスで

指示して下さい。 

 



 20

１２．イメージデータ（平面）のセット 

プランを入力する際、デザイナ画面に下絵としてイメージデータ（Jpeg または Bitmap）を挿入する事ができます。イメ

ージデータを挿入するには、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「イメージデータ」→「挿入」を選択し、

イメージデータを選択するダイアログが表示されたら、ファイルを選択して「ＯＫ」ボタンをクリックして下さい（イメー

ジデータはプランデータと同じフォルダにおいて下さい）。画像の基準点となる対角２点を指示するためのメニューが表示

されます。 

 
  適宜、対角の２点を指示したら（上図の赤丸）、「ＯＫ」ボタンをクリックします。次にデザイナ画面上で、この２点に対

応する点を指示すると、下絵が挿入されます（下記）。 
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  挿入した下絵の濃度を変えるには、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「イメージデータ」→「調整」

を選択します。 

 

  濃度調整を適宜行って下さい。調整を終えると下記のような状態になります。 

 

  挿入した下絵を削除するには、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「イメージデータ」→「削除」を選

択します。確認のダイアログが表示されますので、「ＯＫ」ボタンをクリックすると下絵は削除されます。必要に応じて各

階にｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀを挿入して下さい。 

 

  データを保存するとイメージファイルとの紐づけも行われ、データとともにイメージデータを他のユーザーに送った場合、

データを開くとイメージデータもロードされます。しかし、マシンの解像度が異なる場合、位置や大きさが違って表示され

るので、再度読み込んで調整する必要があります。 
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１３．外壁線の入力 

  外壁の方位を求めるために各階の外壁線を多角形で入力する必要があります。外壁線を入力するには、外壁線レイヤを選

択し、追加ボタンをクリックして外壁線頂点をマウスでクリックしていきます。最後に始点をクリックすると図形が確定し

ます。下図でグレーの破線が外壁線です。入力途中で指定済の頂点をキャンセル場合はマウスの右ボタンをクリックします。 

 

  必要に応じて階を切り替えて各階の外壁線を入力して下さい。入力した外壁線を削除するには、外壁線レイヤを選択し、

削除ボタンをクリックして削除対象の外壁線をマウスで指示します。外壁線の移動・複写はできません。 
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１４．外壁・開口の入力 

  外壁を入力するには、壁レイヤを選択し、追加ボタンをクリックして始端・終端をマウスで指示すると壁メニューが表示

されます。 

 

  外壁メニューでは下記の項目を入力します。 

①外皮名…外皮リストで入力したリストから選択します。 

②方位…外壁線から自動入力されますが、外壁線に載らない壁についてはユーザーが指示します。 

③下端レベル…FL～壁の下端レベル(mm)を入力します。 

④上端レベル…FL～壁の上端レベル(mm)を入力します。 

⑤天井高…FL～天井レベル(mm) を入力します。 

⑥外壁面積…外壁面積(m2)を入力します。 

⑦除外面積…開口部等の除外面積(m2)を入力します。 

⑧熱貫流率…熱貫流率(W/(m2･K)) を入力します。 

 

  次に開口を入力します。窓番コンボボックスには、先に設定した建具リストの中身が表示されますので、配置する窓番を

選択し、追加ボタンをクリックすると開口が追加されます。 
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  開口位置は後でまとめて調整するので、ここでの位置調整は不要ですが、移動する場合は移動ボタンをクリックして開口

をドラッグ移動します。また、複写する場合は複写ボタンをクリックしてドラッグ複写することもできます。また、配置し

た開口を削除するには削除ボタンをクリックして削除する開口を指示して下さい。 

  庇などの日除けを考慮した取得日射補正係数を使用する場合は、庇ボタンをクリックして日除け寸法メニューを表示しま

す。必要な寸法を入力しＯＫボタンをクリックして下さい。なお、庇などの日除けが付かない開口については取得日射補正

係数に1を入力して下さい。 

 

  開口部の入力を終えたらＯＫボタンをクリックします。一通り入力を終えると下記のような状態になります。青表記の線

分が壁を表しており、開口は白抜きで表示されています。 

 

入力した外壁を削除するには、壁レイヤを選択し、削除ボタンをクリックして削除対象の壁をマウスで指示します。壁の移

動・複写はできません。 
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１５．床の入力 

  床を入力するには、床レイヤを選択しポップアップが表示されたら矩形または多角形を選択し、追加ボタンをクリックし

ます。矩形を選択した場合は対角の２点を、多角形を選択した場合は全ての頂点をマウスで指示すると床メニューが表示さ

れます。 

 

  床メニューでは下記の項目を入力します。 

①外皮名…外皮リストで入力したリストから選択します。 

②部位名…外気床，その他床から選択します。 

③レベル…床レベル(mm)を入力します。 

④面積…面積(m2)を入力します。自動入力されます。 

⑤除外面積…除外面積(m2)を入力します。 

⑥熱貫流率…熱貫流率(W/(m2･K)) を入力します。 

⑦温度差係数…外気に通じる空間と接する場合は1.0を、それ以外の場合は0.7を入力します。 

 

  入力を終えたらＯＫボタンをクリックします。一通り入力を終えると下記のような状態になります。 

 

  床(UB)は外皮リストにありません。メーカーのカタログ値がある場合は、本例のように直接入力する事も可能です。入力

した床を削除するには、床レイヤを選択し、削除ボタンをクリックして削除対象の床をマウスで指示します。床の移動・複

写はできません。 
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１６．土間床の入力 

  土間床を入力するには、土間床レイヤを選択しポップアップが表示されたら矩形または多角形を選択し、追加ボタンをク

リックします。矩形を選択した場合は対角の２点を、多角形を選択した場合は全ての頂点をマウスで指示すると土間床メニ

ューが表示されます。 

 

  土間床メニューでは下記の項目を入力します。 

①部位名…基礎断熱，玄関土間，勝手口土間，その他から選択します。 

②レベル…床レベル(mm)を入力します。 

③面積…面積(m2)を入力します。自動入力されます。 

④外周長…外気側，床裏側の外周長(m)を入力します。自動入力されます。 

⑤線熱貫流率…外気側，床裏側の線熱貫流率(W/(m･K))を入力します。自動入力されます。 

⑥日かげ…外気側，床裏側が日かげか否かを入力します。 

 

  入力を終えたらＯＫボタンをクリックします。一通り入力を終えると下記のような状態になります。 

 

入力した土間床を削除するには、土間床レイヤを選択し、削除ボタンをクリックして削除対象の土間床をマウスで指示しま

す。土間床の移動・複写はできません。 

 

 



 27

１７．基礎壁の入力 

  基礎壁を入力するには、壁レイヤを選択し、追加ボタンをクリックして始端・終端をマウスで指示すると基礎壁メニュー

が表示されます。 

 
  基礎壁メニューでは下記の項目を入力します。 

①外皮名…外皮リストで入力したリストから選択します。 

②方位…外壁線から自動入力されますが、外壁線に載らない基礎壁についてはユーザーが指示します。 

③高さ…基礎壁の高さ(mm)を入力します。 

④面積…基礎壁面積(m2)を入力します。基礎壁長さ×高さが自動入力されます。 

⑤熱貫流率…熱貫流率(W/(m2･K)) を入力します。 

⑥日かげ…日が当たらない基礎壁であれば、チェックを入れます。 

 

  入力を終えたらＯＫボタンをクリックします。一通り入力を終えると下記のような状態になります。土間床周りの破線が

基礎壁を示しています。 

 

入力した基礎壁を削除するには、基礎壁レイヤを選択し、削除ボタンをクリックして削除対象の基礎壁をマウスで指示しま

す。基礎壁の移動・複写はできません。 
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１８．屋根の入力 

１８．１  屋根補助線の入力 

  天井断熱の場合、屋根の入力は不要ですが、屋根断熱の場合は屋根を入力します。屋根を入力するにあたり、入力の手助

けとして必要に応じて屋根補助線を入力します。屋根補助線には下記の３種類を用意しています。 

  軒補助線…軒先ラインを描画します。 

  隅木補助線…寄棟屋根のの隅木ラインを描画します。 

  棟木補助線…棟木ラインを描画します 

軒補助線を入力するには、屋根補助線レイヤを選択しポップアップが表示されたら軒補助線を選択し、追加ボタンをクリッ

クします。軒ラインの基準となる下階の外壁線の頂点をクリックしていきます。多角形が確定すると軒出寸法を入力するダ

イアログが表示されます。屋根断熱の場合、軒部分は外皮にならないため軒出は０として、ＯＫボタンをクリックすると下

記のように軒ラインの多角形が点線で表示されます。 

 

  隅木補助線を入力するには、屋根補助線レイヤを選択しポップアップが表示されたら隅木補助線を選択し、追加ボタンを

クリックします。上述の軒ラインの頂点をクリックすると４５°の隅木ラインが表示されます。 
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  棟が通り芯上にある場合は、棟補助線は不要ですが本例のように通り芯上にない場合は、屋根頂点をスナップするために

棟補助線を入力します。棟木補助線を入力するには、屋根補助線レイヤを選択しポップアップが表示されたら棟木補助線を

選択し、追加ボタンをクリックします。前述の軒ラインの中間部をクリックすると軒ライン中点に棟ラインが表示されます。 
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１８．２  屋根の入力 

  屋根補助線の入力を終えたら、屋根を入力します。屋根を入力するには、屋根レイヤを選択しポップアップが表示された

ら矩形または多角形を選択し、追加ボタンをクリックします。矩形を選択した場合は対角の２点を、多角形を選択した場合

は全ての頂点をマウスで指示すると屋根メニューが表示されます。 

 

  屋根メニューでは下記の項目を入力します。 

①勾配方向…勾配方向を選択します。陸屋根の場合は無を選択して下さい。 

②勾配…勾配（/10）を入力します。 

③水下レベル…GL～水下レベル(mm)を入力します。 

④水上レベル…GL～水上レベル(mm)を入力します。 

⑤外皮名…外皮リストで入力したリストから選択します。屋根断熱でなければ、入力しないで下さい。 

⑥面積…面積(m2)を入力します。cosθで割り込んだ面積が自動入力されます。 

⑦除外面積…除外面積(m2)を入力します。 

⑧熱貫流率…熱貫流率(W/(m2･K)) を入力します。 

⑨温度差係数…外気に通じる空間と接する場合は1.0を、それ以外の場合は0.7を入力します。 

 

  入力を終えたらＯＫボタンをクリックします。一通り入力を終えると下記のような状態になります。 

 

入力した屋根を削除するには、屋根レイヤを選択し、削除ボタンをクリックして削除対象の屋根をマウスで指示します。屋

根の移動・複写はできません。 
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  切妻屋根の入力例も下記に示します。本例は天井断熱のため、入力の必要はありませんが作図例として入力しています。 
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１９.天井の入力 

  屋根断熱の場合、天井の入力は不要ですが、天井断熱の場合は天井を入力します。天井を入力するには、天井レイヤを選

択しポップアップが表示されたら矩形または多角形を選択し、追加ボタンをクリックします。矩形を選択した場合は対角の

２点を、多角形を選択した場合は全ての頂点をマウスで指示すると天井メニューが表示されます。 

 

  天井メニューでは下記の項目を入力します。 

①外皮名…外皮リストで入力したリストから選択します。 

②部位名…天井を選択します。 

③レベル…FL～天井レベル(mm)を入力します。 

④面積…面積(m2)を入力します。自動入力されます。 

⑤除外面積…除外面積(m2)を入力します。 

⑥熱貫流率…熱貫流率(W/(m2･K)) を入力します。 

⑦温度差係数…外気に通じる空間と接する場合は1.0を、それ以外の場合は0.7を入力します。 

 

  入力を終えたらＯＫボタンをクリックします。一通り入力を終えると下記のような状態になります（オレンジ色は屋根）。 

 

入力した天井を削除するには、天井レイヤを選択し、削除ボタンをクリックして削除対象の天井をマウスで指示します。天

井の移動・複写はできません。 
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２０．イメージデータ（立面）のセット 

  すべての外皮の入力を終えたら、壁開口の位置を調整するためにデザイナメニューのメニューバーから「出力」→「立面」

を選択し、立面メニューを表示します。 

 

通り芯，寸法線のほか、入力した壁と屋根が表示されています。壁開口は調整していないため、意匠図と異なる位置に表

示されています。そこで、立面メニューにも意匠図のイメージデータを取り込みます。イメージデータを挿入するには、メ

ニューバーから「ファイル」→「イメージデータ」→「挿入」を選択し、イメージデータを選択するダイアログが表示され

たら、ファイルを選択して「ＯＫ」ボタンをクリックして下さい（イメージデータはプランデータと同じフォルダにおいて

下さい）。画像の基準点となる対角２点を指示するためのメニューが表示されます。 

 

  適宜、対角の２点を指示したら（上図の赤丸）、「ＯＫ」ボタンをクリックします。次にデザイナ画面上で、この２点に対

応する点を指示すると、下絵が挿入されます。 
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  挿入した下絵の濃度を変えるには、デザイナメニューのメニューバーから「ファイル」→「イメージデータ」→「調整」

を選択します。 

 

  濃度調整を適宜行って下さい。調整を終えると下記のような状態になります。 

 

  開口位置が大きくずれているので修正していきます。 
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２１．立面上での建具位置調整 

  開口位置を移動するには、立面上で右クリックして表示されるポップアップメニューから「建具移動」を選択します。建

具移動モードになるので、開口をドラッグ移動して下さい。調整が終わると下記のような状態になります。 

 

 

  一通り調整を終えたらメニューバーから「ファイル」→「保存」を選択してデータを保存して下さい。これで入力は終わ

りなので、デザイナメニューに戻ってデータを保存して下さい。 
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２２．外皮一覧と外皮性能適合可否の確認 

  以上で入力作業は終了なので外皮一覧を表示し、外皮性能適合可否を確認します。外皮一覧を表示するには、メニューバ

ーから「出力」→「外皮一覧」を選択します。 

 

外皮の諸データが表示されるとともに、メニュー右上に性能適合の可否が表示されます。NGとなった場合は、断熱材、建具

などを変更するなどして対応します。 
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２３．Excelシートの出力 

  物件情報メニューで選択した提出用Excelシートを出力するには、メニューバーから「出力」→「Excel」を選択します。

Excelファイルの保存先を尋ねてきますので、これを指定しＯＫボタンをクリックするとExcelファイルが生成されます。 

 

  現段階では一般社団法人 住宅性能評価・表示協会仕様の Excel シートにのみ対応しています。出力したシートの一部を

下記に示します。 
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２４．平面図・立面図の出力 

２４．１  平面図の出力 

  面積算定根拠となる平面図，立面図はイメージデータごと、直接プリンターに出力する形態となります。図枠はアプリケ

ーション独自のものを使用し、物件情報メニューで入力した内容が転記されます。平面図を出力するには、デザイナメニュ

ーのメニューバーから「ファイル」→「印刷」を選択してプレビューを表示します。 

 

  プレビューには平面図，方位マーク，外皮リストが表示されますが、それぞれドラッグ移動できますので、適宜レイアウ

トを整えます。 

  また、平面図にはテキスト及び寸法線の入力もできます。テキストを入力するには、平面図上で右クリックして表示され

るポップアップメニューから「テキスト」→「追加」を選択します。テキスト入力ダイアログが表示されたらテキストを入

力してＯＫボタンをクリックし、配置点をマウスで指示します。 

 

  入力したテキストを編集するには、同じくポップアップメニューから「テキスト」→「編集」を選択します。編集したい

テキストをクリックすると上記と同様、テキスト入力ダイアログが表示されますので適宜テキストを編集してＯＫボタンを

クリックします。テキストを削除するには、ポップアップメニューから「テキスト」→「編集」を選択し、削除したいテキ

ストをマウスで指示して下さい。 

  寸法線を入力するには、平面図上で右クリックして表示されるポップアップメニューから「寸法線」→「追加」を選択し

ます。通り芯のほか、入力した多角形の頂点をスナップできますので、寸法線の始点・終点をマウスで指示します。２点が

確定したら、寸法線の表示位置をマウスで指示すると、寸法値確認用のダイアログが表示されますのでＯＫボタンをクリッ

クすると寸法線が表示されます。 
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  寸法線を追記した例を下記に示します。 

 

  体裁が整ったら、メニューバーから「ファイル」→「印刷」を選択します。印刷メニューが表示されますので、印刷した

い図面を選択してＯＫボタンをクリックして下さい。 

 

印刷設定ダイアログが表示されたら、出力先を指定してＯＫボタンをクリックすると印刷が実行されます。 
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２４．２  立面図の出力 

  立面図は立面メニューから出力します。立面メニューを表示して、メニューバーから「ファイル」→「印刷」を選択して

プレビューを表示します。こちらも平面図と同様、ドラッグ移動，テキスト及び寸法線の入力が可能なので適宜レイアウト

を整えて印刷を実行します。 

 

  立面図を印刷するにはメニューバーから「ファイル」→「印刷」を選択します。印刷メニューが表示されますので、印刷

したい図面を選択してＯＫボタンをクリックして下さい。 

 

印刷設定ダイアログが表示されたら、出力先を指定してＯＫボタンをクリックすると印刷が実行されます。 
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２５．マスターテーブル 

２５．１  省エネ基準値 

  省エネ基準値マスターテーブルを表示するには、メニューバーから「ファイル」→「マスターテーブル」→「省エネ基準

値」を選択します。このテーブルは編集できません。 

 
 

２５．２  表面熱伝達抵抗 

  表面熱伝達抵抗マスターテーブルを表示するには、メニューバーから「ファイル」→「マスターテーブル」→「表面熱伝

達抵抗」を選択します。このテーブルは編集できません。 
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２５．３  建材の熱伝導率 

  建材の熱伝導率マスターテーブルを表示するには、メニューバーから「ファイル」→「マスターテーブル」→「建材の熱

伝導率」を選択します。このテーブルは編集できません。 

 
 

２５．４  面積比率 

  面積比率法で使用する面積比率マスターテーブルを表示するには、メニューバーから「ファイル」→「マスターテーブル」

→「面積比率」を選択します。このテーブルは編集できません。 
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２５．５  方位係数 

  方位係数には冷房期，暖房期の２種類があります。方位係数マスターテーブルを表示するには、メニューバーから「ファ

イル」→「マスターテーブル」→「方位係数」→「冷房期（暖房期）」を選択します。このテーブルは編集できません。 
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２５．６  外皮 

  頻繁に使用する外皮はマスターテーブルに登録しておくと、外皮リスト作成時にインポートできるので非常に便利です。 

外皮マスターテーブルを表示するには、メニューバーから「ファイル」→「マスターテーブル」→「外皮」を選択します。 

 
  編集方法は外皮リストと同様なのでそちらを参照して下さい。 
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２５．７  建具 

  頻繁に使用する建具はマスターテーブルに登録しておくと、建具リスト作成時にインポートできるので非常に便利です。 

建具マスターテーブルを表示するには、メニューバーから「ファイル」→「マスターテーブル」→「建具」を選択します。 

 

  デフォルトでは一般社団法人日本サッシ協会監修のデータが入っています（下記）。 

  https://www.jsma.or.jp/useful/performance/ 

不要であればクリアして、独自のマスターテーブルを作成する事も可能です。レコードを追加するには、グリッド末尾の空

白列に入力して下さい。更新ボタンをクリックすると、建具マスターテーブルが更新されます。 

 

https://www.jsma.or.jp/useful/performance/
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２６．その他の操作 

２６．１  テキスト入力 

  画面上にテキストを書き込むには、テキストレイヤを選択した状態で追加ボタンをクリックすると、下記に示すダイアロ

グが表示されます。 

 

この中に書き込みたい文字列を入力してＯＫボタンをクリックすると、マウスカーソル先端に文字列の大きさに合わせた

ラバーバンド（点線で表示された四角形）が表示されますので、これを参考にしながら配置したい点をマウスで指定します。

文字を 90°回転して配置する場合は、上記ダイアログで 90°回転というチェックボックスをチェックします。文字のサイ

ズやフォントを指定する場合は文字列を入力するテキストボックス右側の「…」ボタンをクリックし、表示されたダイアロ

グでフォントを選択します。 

  配置された文字列を編集するには、文字レイヤを選択した状態で編集ボタンをクリックし、編集したい文字列をマウスで

指定します。選択した文字列はハイライト表示され、上記ダイアログが表示されますので、文字列を入力してＯＫボタンを

クリックします。 

  また、配置された文字列を削除するには、メインメニューの文字レイヤを選択した状態で削除ボタンをクリックし、削除

したい文字列をマウスで指定します。 

  なお、入力した文字列は図面には出力されません。メモ的な位置付けと考えて下さい。 

 

２６．２  複数オブジェクトの移動・複写 

  エリア選択により複数部材の移動（複写）を行うには、デザイナメニューのメニューバーから「編集」→「エリア選択」

→「移動（複写）」を選択します。次に、移動（複写）したい部材を含む矩形の対角をマウスで指定すると、選択された部

材がハイライト表示され、移動（複写）距離を入力するダイアログが表示されますのでこれを入力しＯＫボタンをクリック

します。 

 
  複数選択により複数部材の移動（複写）を行うには、デザイナメニューのメニューバーから「編集」→「複数選択」→「移

動（複写）」を選択します。次に、移動（複写）したい部材を１つづつマウスで選択し、選択が完了したらマウスの右ボタ

ンをクリックして、移動（複写）距離を入力するダイアログを表示します。なお、一旦選択した部材を除外するには再度そ

の部材をクリックして下さい。 

 

２６．３  複数オブジェクトの削除 

  エリア選択により複数部材の削除を行うには、デザイナメニューのメニューバーから「編集」→「エリア選択」→「削除」

を選択します。次に、削除したい部材を含む矩形の対角をマウスで指定すると、選択された部材がハイライト表示され、確

認のダイアログが表示されますのでＯＫボタンをクリックして下さい。 

  複数選択により複数部材の削除を行うには、デザイナメニューのメニューバーから「編集」→「複数選択」→「削除」を

選択します。次に、削除したい部材を１つづつマウスで選択し、選択が完了したらマウスの右ボタンをクリックすると、確

認のダイアログが表示されますのでＯＫボタンをクリックします。なお、一旦選択した部材を除外するには再度その部材を

クリックして下さい。 
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２６．４  全体移動 

  通り芯以外の全ての階の全てのオブジェクトを移動するには、デザイナメニューのメニューバーから「編集」→「エリア

選択」→「全移動」を選択します。移動距離を入力するダイアログが表示されますのでこれを入力しＯＫボタンをクリック

します。下記の上段は移動前の平面を、下段はX方向に910だけ移動した平面を示します。 
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２６．５  ストレッチ 

  既に入力したプランにおいて、通り芯ごと壁や床を広げたいなどという事は往々にしてあります。このような場合、スト

レッチ（頂点移動）を使用すると便利です。ストレッチ処理するには、デザイナメニューのメニューバーから「編集」→「ス

トレッチ」を選択します。次に、ストレッチしたい矩形エリアの対角をマウスで指定すると、矩計エリアに含まれる線分端

点，多角形頂点等がハイライト表示され、ストレッチ距離を入力するダイアログが表示されますので、これを入力してＯＫ

ボタンをクリックするとストレッチが実行されます。 

 
下記の上段はストレッチ前の平面を、下段は X8～X9通り間を 300だけ縮めた平面を示します。この場合、面積は自動更新

されませんので、手作業で修正が必要です。 
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２６．６  Undo及びRedo 

  デザイナメニュー上での外皮の入力や編集は Undo，Redo の対象となります。行った作業を取り消して元に戻すには、デ

ザイナメニューのメニューバーから「編集」→「Undo」を選択します。また、Undoを取り消すには、同じく「編集」→「Redo」

を選択します。 

  Undo後、ユーザーが何か操作を行った場合、Redoはできなくなります。同じく、Redo後、ユーザーが何か操作を行った

場合、Undoはできなくなります。また、データの読込時及び保存時にもUndo，Redoのスタックがクリアされるため、Undo，

Redoはできなくなります。 

 

２６．７  マニュアル表示 

  操作マニュアル（本ドキュメント）を表示するには、メニューバーの「ヘルプ」→「マニュアル」を選択します。マニュ

アルを表示させるにはPDF閲覧ソフトが必要です。 

 

 

２６．８  バージョン情報 

  バージョン情報を表示するには、メニューバーの「ヘルプ」→「バージョン情報」を選択します。バージョン情報ダイア

ログにはアプリケーションのバージョン，.NET Frameworkのバージョン，シリアルコード，ライセンスキー，ライセンスキ

ー有効期限が表示されます。 
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附１．参考図書、資料など 

 

・中級者向け省エネ計算講習会テキスト…一般社団法人 住宅生産段た連合会 

・部位U値計算シート，木造戸建て住宅（標準入力型）シート…一般社団法人 住宅性能評価・表示協会 

・住宅・住戸の外皮性能 計算条件入力シート…国立研究開発法人建築研究所 

・エネルギー消費性能計算プログラム…国立研究開発法人建築研究所 

・平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）現行版 

  …国立研究開発法人建築研究所 

 

 

 

 


